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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第２区分
【発行日】平成26年12月4日(2014.12.4)

【公表番号】特表2014-510879(P2014-510879A)
【公表日】平成26年5月1日(2014.5.1)
【年通号数】公開・登録公報2014-022
【出願番号】特願2013-550467(P2013-550467)
【国際特許分類】
   Ｆ１６Ｓ   1/10     (2006.01)
   Ｂ６４Ｃ   1/00     (2006.01)
   Ｂ２９Ｃ  70/06     (2006.01)
   Ｂ２９Ｃ  43/12     (2006.01)
   Ｂ２９Ｃ  43/18     (2006.01)
   Ｂ２９Ｋ 105/08     (2006.01)
   Ｂ２９Ｌ  31/30     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ１６Ｓ   1/10    　　　　
   Ｂ６４Ｃ   1/00    　　　Ｂ
   Ｂ２９Ｃ  67/14    　　　Ｐ
   Ｂ２９Ｃ  43/12    　　　　
   Ｂ２９Ｃ  43/18    　　　　
   Ｂ２９Ｋ 105:08    　　　　
   Ｂ２９Ｌ  31:30    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成26年10月15日(2014.10.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複合部材（３２）と、
　複合部材と一体に形成された、部材を補剛するための少なくとも１つの複合補剛材（３
４）であって、補剛材の少なくとも１つの端部が複合部材へ実質的に滑らかな移行をなす
ランナウト（５２）を有する、複合補剛材と、
を含み、
　該ランナウト（５２）がその長手方向に沿って形状が変化するが、外周または面積の少
なくとも一方が実質的に一定に保たれている断面を有する、一体化複合構造物。
【請求項２】
　前記複合部材（３２）が、第１樹脂注入繊維強化材を含み、かつ、
　前記補剛材（３４）が、第２樹脂注入強化材を含み、
　注入された樹脂が、第１繊維強化材および第２繊維強化材全体を通じて実質的に連続し
ており、かつ、均質である、請求項１に記載の一体化複合構造物。
【請求項３】
　前記複合部材（３２）が、
　パネル、
　外板、
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　はり、
　フランジ、
　ウェブ、および、
　溝形材
のうちの１つである、請求項１に記載の一体化複合構造物。
【請求項４】
　前記ランナウト（５２）が、その長手方向に沿って実質的に滑らかに起伏を有している
、請求項１に記載の一体化複合構造物。
【請求項５】
　第１繊維プレフォーム（１３６）を製造することであって、繊維を柔軟な管状殻（３６
）となるよう網状に組み、連続した一方向繊維（３９）を該殻（３６）に充填することを
含むこと、
　前記補剛材の幾何学的形状を有する金型の凹部（５８）内に第１繊維プレフォームを配
置することであって、該管状殻を該凹部の幾何学的形状と合致させることを含むこと、
　第１プレフォームを覆うように、該金型の凹部の上方に第２繊維プレフォーム（１６５
）を配置すること、
　第１繊維プレフォームと第２繊維プレフォームとにポリマー樹脂を混注すること、およ
び、
　樹脂を注入したプレフォームを硬化させる（１９０）こと
を含む、補剛複合構造物を作製する方法。
【請求項６】
　繊維を柔軟な管状（３６）殻となるよう網状に組むことが、実質的に連続した長さの管
状殻を製作することを含み、かつ、
　連続した長さの管状殻のある部分を切断する（１７４）ことをさらに含み、かつ、金型
の凹部内に第１プレフォームを配置することが、前記凹部（１７６）内に該殻の切断され
た部分を配置することにより行われる、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　第１繊維プレフォームを製造することが、
　繊維殻と繊維コアとを同時に網状に組み、形作るよう成形することを含む、請求項５に
記載の方法。
【請求項８】
　第１プレフォームを製造することが、
　連続した強化繊維の群の周囲に繊維を網状に組むことにより強化コアを有する連続した
殻（３６）を作製すること、および、
　該連続した殻（３６）を所望の長さに切断することを含む、請求項５に記載の方法。
【請求項９】
　第１プレフォームを製造することが、
　前記金型の凹部の上方に第１布地層（１３６）を配置すること、
　前記金型の凹部（５８）の内部に第１層を形成すること、
　形成した第１層に連続した強化繊維（３９）を充填すること、
　形成した繊維を充填した第１層上に第２布地層（１６５）を重ねることを含む、請求項
５に記載の方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５８】
　ある例示的な実施形態に関して本開示の実施形態を説明してきたが、他の変形例に当業
者が想到するであろうから、該特定の実施形態は、限定ではなく説明を目的とするもので
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あることは理解されるべきである。
　また、本願は以下に記載する態様を含む。
（態様１）
　複合部材と、
　複合部材と一体に形成された、部材を補剛するための少なくとも１つの複合補剛材であ
って、補剛材の少なくとも１つの端部が複合部材へ実質的に滑らかな移行をなすランナウ
トを有する、複合補剛材と、
を含む、一体化複合構造物。
（態様２）
　複合部材が、第１樹脂注入繊維強化材を含み、かつ、
　補剛材が、第２樹脂注入強化材を含み、
　注入された樹脂が、第１繊維強化材および第２繊維強化材全体を通じて実質的に連続し
ており、かつ、均質である、態様１に記載の一体化複合構造物。
（態様３）
　複合部材が、
　パネル、
　外板、
　はり、
　フランジ、
　ウェブ、および、
　溝形材
のうちの１つである、態様１に記載の一体化複合構造物。
（態様４）
　ランナウトが、その長手方向に沿って実質的に滑らかに起伏を有している、態様１に記
載の一体化複合構造物。
（態様５）
　ランナウトが、その長手方向に沿って形状が変化するが、外周は実質的に一定に保たれ
ている断面を有する、態様１に記載の一体化複合構造物。
（態様６）
　ランナウトが、その長手方向に沿って形状が変化するが、面積は実質的に一定に保たれ
ている断面を有する、態様１に記載の一体化複合構造物。
（態様７）
　第１繊維プレフォームを製造すること、
　補剛材の幾何学的形状を有する金型の凹部内に第１繊維プレフォームを配置すること、
　第１プレフォームを覆うように、金型の凹部の上方に第２繊維プレフォームを配置する
こと、
　第１繊維プレフォームと第２繊維プレフォームとにポリマー樹脂を混注すること、およ
び、
　樹脂を注入したプレフォームを硬化させること
を含む、補剛複合構造物を作製する方法。
（態様８）
　第１繊維プレフォームを製造することが、繊維を柔軟な管状殻となるよう網状に組み、
殻に連続した一方向繊維を充填することを含み、かつ、
　金型の凹部内に第１繊維プレフォームを配置することが、管状殻を凹部の幾何学的形状
と合致させることを含む、
態様７に記載の方法。
（態様９）
　繊維を柔軟な管状殻となるよう網状に組むことが、実質的に連続した長さの管状殻を製
作することを含み、かつ、前記方法が、
　連続した長さの管状殻のある部分を切断することをさらに含み、かつ、金型の凹部内に
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第１プレフォームを配置することが、凹部内に殻の切断された部分を配置することにより
行われる、態様８に記載の方法。
（態様１０）
　第１繊維プレフォームを製造することが、
　繊維殻と繊維コアとを同時に網状に組み、形作るよう成形することを含む、態様７に記
載の方法。
（態様１１）
　第１プレフォームを製造することが、
　連続した強化繊維の群の周囲に繊維を網状に組むことにより強化コアを有する連続した
殻を作製すること、および、
　連続した殻を所望の長さに切断することを含む、態様７に記載の方法。
（態様１２）
　第１プレフォームを製造することが、
　金型の凹部の上方に第１布地層を配置すること、
　金型の凹部の内部に第１層を形成すること、
　形成した第１層に連続した強化繊維を充填すること、
　形成した繊維を充填した第１層上に第２布地層を重ねることを含む、態様７に記載の方
法。
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